
2025年

時 期 ４年Ｂ巡 単元 実習 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 ３０時限 髙濱
必要時限 ３０時限 佐藤
 指導教員の実務経験 該当 非該当
　⾃動⾞整備⼠として、シャシ系統全般の整備の実務経験がある教員によりシャシの分解・組⽴・点検等について
　指導する。

　①現場で⾏われる多様な作業が指⽰なしでできる。

　①インターンシップを通して学んだ、現場で必要となる作業を確実に実施できるようになる。
　②どのように作業を⾏なうのが適切かを考え、効率よく正確な作業ができるようになる。

 教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　②作業終了後の整備品質と作業時間について、作業効率を考えることを理解する。

⼀級⾃動⾞⼯学科

科 目 評価実習 教科書等
持参品

発⾏⽇

教科担当

評価実習Ⅰ

授業計画

手持ち⼯具

事前に作業内容、手順を確認しておく。

 授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　１）履修試験での学習評価　　実技試験　１００点にて総合評価する。
 学習評価（期末試験での主な試験項目）

  　　　７０点以上で合格
　２）出題試験項目
　　１．実技試験（例）　
　　　①フロント・ディスク・ブレーキ・パッド脱着、引きずり点検。
　　　②リヤ・ドラム･ブレーキ分解組⽴、クリアランス調整。
　　　③補機ベルト脱着、状態点検。

 準備学習



時 期 単元 教科名

 教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 Ｚ３４（フェアレディZ） 2
2 Ｂ４４Ｗ（ディズ） 2
3 Ｔ３０（エクストレイル） 2
4 Ｂ１７（シルフィー） 2
5 Ｃ２７（セレナ） 2
6 ＺＥ１（リーフ） 2
7 作業台 13
8 パーツ台（ステン） 10
9 パーツ台（紫） 3
10 フェンダーカバー 13
11 グリルカバー 13
12 リフト 13
13 ＣＯＨＣテスタ 10
14 オイル・バケット 5
15
16
17 １年、２年点検整備記録簿
18 ＭＯＳ、ＭＭＳシート
19
20
21
22
23
24
25
26 　期末試験　１。
27 　期末試験　２。
28 　期末試験　３。
29 　期末試験　４。
30 ⾞両修復、⽚付け

　⾞両の主要整備の習熟　21。
　⾞両の主要整備の習熟　22。
　⾞両の主要整備の習熟　23。
　⾞両の主要整備の習熟　24。
　⾞両の主要整備の習熟　25。

　⾞両の主要整備の習熟　16。
　⾞両の主要整備の習熟　17。
　⾞両の主要整備の習熟　18。
　⾞両の主要整備の習熟　19。
　⾞両の主要整備の習熟　20。

　⾞両の主要整備の習熟　11。
　⾞両の主要整備の習熟　12。
　⾞両の主要整備の習熟　13。
　⾞両の主要整備の習熟　14。
　⾞両の主要整備の習熟　15。

　⾞両の主要整備の習熟　５。
　⾞両の主要整備の習熟　６。
　⾞両の主要整備の習熟　７。
　⾞両の主要整備の習熟　８。
　⾞両の主要整備の習熟　９。

他　常備⼯具
（エアツール等）

  授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

⼀級⾃動⾞⼯学科 2025年 授業計画

４年Ｂ巡 実習 評価実習Ⅰ

　導入、概要説明。
　⾞両の主要整備の習熟　１。
　⾞両の主要整備の習熟　２。
　⾞両の主要整備の習熟　３。
　⾞両の主要整備の習熟　４。



2025年

時 期 ４年Ｃ巡 単元 実習 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 １１０時限 髙濱
必要時限 １１０時限 佐藤
 指導教員の実務経験 該当 非該当
⾃動⾞整備⼠として、シャシ系統全般の整備の実務経験がある教員によりシャシの分解・組⽴・点検等について指導する。

　①現場で⾏われる作業が指⽰なしでできる。

　①インターンシップを通して学んだ、現場で必要となる作業を確実に実施できるようになる。
　②どのように作業を⾏なうのが適切かを考え、効率よく正確な作業ができるようになる。

 教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　②⾞両を点検し、不具合箇所の特定から修理までの流れを体験する。
　③システム商品の施⼯を通して、技術⼒による完成度の差異を体験し習熟度の向上の必要性を理解する。

⼀級⾃動⾞⼯学科

科 目 評価実習 教科書等
持参品

発⾏⽇

教科担当

評価実習Ⅱ

授業計画

手持ち⼯具

　特になし。

 授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　１）履修試験での学習評価　　実技試験　１００点にて総合評価する。
 学習評価（期末試験での主な試験項目）

  　　　７０点以上で合格。
　２）出題試験項目
　　１．実技試験（例）　
　　　①主要部品の点検、脱着。
　　　②システム商品の施⼯状況。

 準備学習



時 期 単元 教科名

 教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 　B44W　ディズ 2

　L33　ティアナ 2
　Z34　フェアレディ 2
　T32　エクストレイル 2

105 　B17　シルフィ 2
106 　K13　マーチ 1
107 　C27　セレナ 1
108 　その他実習⾞
109 　作業台 13
110 　パーツ台（ステン） 10

　パーツ台（紫） 3
　フェンダーカバー 13
　グリルカバー 13
　リフト 13
　COHCテスタ 10
　オイル・バケット 5

　1年、2年点検整備記録簿
　MOS、MMSシート
　システム商品ケミカル⼀式
　撥⽔処理剤（3ヶ⽉）
　撥⽔処理剤（12ヶ⽉）
　ガラス油膜落し
　ヘッドライトコート剤
　ドアミラーコート剤
　ボディ⽔アカ落し
　ボディコート剤
　他

　導入、概要説明。

　不具合⾞両の故障探求及びシステム商品の施⼯
　⾞両の主要整備の習熟、

　期末試験　1。
　期末試験　2。
　期末試験　3。
　期末試験　4。
　⾞両修復、⽚付け　1。
　⾞両修復、⽚付け　2。

  授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

⼀級⾃動⾞⼯学科 2025年 授業計画

４年Ｃ巡 実習 評価実習Ⅱ

　他　常備⼯具
（エアツール等）

　※⾞両をローテーションしながら作業習熟を⾏なう。

2
~

104



2025年

時 期 ４年Ｄ巡 単元 実習 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 ７０時限 髙濱
必要時限 ７０時限 佐藤
 指導教員の実務経験 該当 非該当

  　　　７０点以上で合格。
　２）出題試験項目
　　１．実技試験（例）　作業の出来栄えを踏まえて判断する。
　　　①⾬漏れを発⾒できたか。
　　　②ウインドウレギュレータ脱着作業が確実にできたか。
　　　③オプション部品の取り付けは確実にできたか。

 準備学習
　外部診断機、電⼦サービスマニュアル、部品検索システム等の操作⽅法を復習しておく。

 授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　１）履修試験での学習評価　　実技試験　総合評価する。
 学習評価（期末試験での主な試験項目）

⼀級⾃動⾞⼯学科

科 目 評価実習 教科書等
持参品

発⾏⽇

教科担当

評価実習Ⅲ

授業計画

⾬漏れ点検テキスト
手持ち⼯具

　⾃動⾞整備⼠として、シャシ系統全般の整備の実務経験がある教員によりシャシの分解・組⽴・点検等について
　指導する。

　⽇産ＴＳ２級の技術能⼒要件を柱に、販売会社で求められる技術を⾝につけさせる。

　①⾬漏れ点検において、シャワリングテストができる。
　②サイドウインドウの脱着、調整ができる。
　③キーシリンダ取り付けボルトの取外しができる。
　④ディーラー・オプション部品（リモートエンジンスタータ等）の取り付けができる。
　　※オプションコネクタの状態や、内装材の脱着⽅法を⾃分で調べられる。
　　※キー登録作業ができる。
　⑤ウインドウ脱着、オプション取り付けを通して、内装材の取り扱いや、傷をつけない配慮を学ぶ。

 教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　　①販売会社での⼀般整備項目の習熟を測る。
　　②⾼度オプション部品の取り付け作業を習得する。



時 期 単元 教科名

 教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 　T32　エクストレイル 1
2 　Z12　キューブ 2

　Z34　フェアレディ 2
　バイス 2
　バイス台 1
　キーシリンダ 2
　ハンドドリル 1
　逆タップ 1
　作業台（大） 4
　作業台（小） 2
　リモートエンジンスターター 2
　同ハーネス（Z34用） 2

65
66
67
68
69
70

  授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

⼀級⾃動⾞⼯学科 2025年 授業計画

４年Ｄ巡 実習 評価実習Ⅲ

　期末試験　１。
　期末試験　２。
　期末試験　３。

　導入、概要説明。
　水密点検⽅法（座学）。

　期末試験　４。
　⾞両修復、⽚付け　１。
　⾞両修復、⽚付け　２。

　

39
ー50 　ドアガラス、レギュレータ着脱及び建付け調整作業　１－１２。

51
-64 　イグニションキーシリンダ交換作業（盗難防止ボルトの交換）　１－１２。

3
ー14
15

－26
27

ー38

　水密不良のシャワーテスト⽅法を学習する　１－１２。
　※作業内容については５グループがローテーションにて⾏なう。

　⾼度オプション部品の取り付け作業（含む取り外し）　１－１２。

　エアコンクーリングユニットＡＳＳＹ着脱　１－１２。


